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8047 一X 一　　　　　一　　　　　一 一一X‘ Period　to　change　alarm　items 6sec （14〕 OB7F
8048 一X 一一X一 Flicker　period　a七　七he　alarmed　stations O．6sec （02〕 OB80
8049 ■ 一 X X X X X X X Time　ou七　〇f　SW　mode　display 76sec （FF〕 OB81
804A 一 ． X ■ 一 X 一 ‘ ■ Period tO swi七ch 冨tation number aCCOunt冨 4sec lOD〕 OB82
804B 一 一 X X 一 X ’ ■ ■ Period　七〇　change　ob昌ervation　items O．3sec （01〕 OB83
804C 一 一 一 X 一 一 X 1 I Period to switch StatiOn Or eVent COn昌tantS 4SeC （OD〕 OB84
804D 一 ・ 1 X X ■ ■ 一 ■ Period　七〇　change　telemetry　nodes O．6sec （02〕 OB85
804E ’ ■ 一 一 X ■ ■ 一 一 Repete七ion　of　display　of　the　te1e而e七ry　routes 2七imes（02） OB86
804F 一 ’ 一 一 一 X I ■ ■ S七art　year　to　show　hi冨torical　network　deve1oPment 70yr （70〕 OB87
8050 一 ‘ X ■ ’ X ■ ■ ■ End　year　七〇　show　historical　network　deve1opmen七 83yr （83〕 OB88
8051 ■ 1 ■ 一 ・ X ■ ■ ■ Time　intervaユ　to　change　the　year 9SeC （1E〕 OB89
8052 一 ■ ■ ■ 一 X ■ ■ ■ Factor to aCCe1erate 七he above ihterva1 3七ime昌（03〕 OB8＾
8053 一　　　　　・　　　　　■ 一X一一 Period　of　afterimage　since　the　triggered　七ime 6sec （14〕 0B8B
8054 一　　　　　一 ・　　　　■　　　　■ ＿X＿一 Factor　to　accelerate　the　re－disp1ay　of　even七冨 5七imes（05〕 OB8C
8055 ’　　　　　■ ■　　　　　一　　　　　’ ＿X＿■ Time difference of the tri互旦ered 七ime（red ZOne〕 10昌ec 〔22〕 OB8D
8056　＿＿＿＿＿＿X＿＿
8057　＿＿＿＿＿＿X＿＿
1me　d■ erence　of　the　tr■gger d　七■me（red　zone）
Time　difference　of　the　triggered　time（yeユ1ow　zone〕
F1icker　period　at　the　stati　on　of　七he　firs七　trigger
（
20　sec　（43〕　　OB81≡：
0．6sec　〔02〕　OB8F
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地殼活動監視用インテリジェントパネルディスプレイー岡田
　書き込むルーチンであり，ディジタルスィッチを88に指定した場合にのみ機能する．
　　この時，リアルタイム・トリガー／アラーム用のブザーおよび外部へのリレー接点も
　同時にランダム出力されるので，後者についてはマスク処理を行っている、
最後に，本節に述べられたパネルディスプレイの表示内容の一覧を，表4に示した．
5．　おわりに
　ここに述べたパネルディスプレイは1981年7月から12月にかけて製作され，その後，毎
年の観測点増設に従って，3度にわたる地図パネルヘのL　E　Dランプ増設，中継局新設に伴
うドライバー部の一部配線変更，ROMの書き換えが行われた．この問，所期の性能は充分
に満足され，とくに大きなトラブルは発生していない．全体がプログラム制御となっている
ため，観測点の増設に際してもハードウェアの変更は殆んど必要なく，観測点リストの追加
と，トリガー／アラーム・チャンネルと観測点との対照表の改訂という，簡単なソフト的対
応のみで事足りたことは，この種のシステムの拡張性の高さを実証している．
　現在，当システムのR　OMおよびRAMのメモリー領域はフルに使用されており，これ以
上の機能追加は，メモリーを増設しないと困難である．RAMの容量が増えた場合，たとえ
ば，記憶可能なトリガー・イベントの件数は大幅に増やすことができる．しかし，そうする
ことはイベントの検索時間も増大させることになり，手軽なシステムとしてのメリットが失
われてしまう．本ディスプレイの本来の目的が，ごく最近の地震の即時的表示であることを
考えれば，現在の8件程度が丁度手頃なところかもしれない．一方，R　OMの谷量を増やし
た場合には，F　U　N　Cの機能を今以上に充実させることが期待できる．また，メモリー内に
は観測点座標とトリガ時刻がデータとして存在するわけだから，原理的には自動震源計算の
プログラムを組込むことも可能である．地震発生の前後にたまたま発生したノイズ的トリガ
ーの弁別除去や，S波によってなされたトリガーの区別などといった問題はあるにせよ，た
とえば，かなり大きな地震だけについて，トリガーのかかった最初の数点のみを用いた大雑
把な震源言十算を行うことは，比較的容易に実現できるかもしれない．
　実際にこのパネルディスプレイを使ってみて，このような装置は観測網の中に起っている
出来事の概況を即座に知る上で，大変に有用であることがわかった。沢山の観測点のチャー
ト記録をのぞきまわって発震時を読取らなくとも，一目で地震波の伝播を見てとれるし，慣
れるとその伝播速度で浅発地震か深発地震かの区別もつく．
　また，警報を発した観測点のリストをタイプライタ出力から拾って地図にブロットせずと
も，アラームを出している観測点の地理的分布を直観的に知ることができる．これらのこと
は，このパネルディスプレイが，単なるデモンストレーションの域を超えた意味を有してい
ることを示している．
一g7一
国立防災科学技術センター研究報告 第33号 1984年11月
○
口
o
o
岩
㌃
コ
E
工
u
一
一
＝
㎝
　
一
而
一
H
団
H
o
｛
士
毒
一
£
一
？
O
［
島
亡
旦
E
O
i
冨
L
⊂
L
①
＾
一
何
ユ
E
O
i
E
何
L
仁
畠
ご
9
E
O
で
毒
L
－
ω
］
「
　
」
1
｛
一
団
①
岩
言
コ
E
工
o
’
一
＝
m
　
一
耐
一
一
団
一
〇
．
団
［
一
一
一
〇
ω
L
0
一
｝
祠
匡
］
↑
…
■
＝
‘
匡
｛
」
山
①
岩
t
コ
E
一
［
山
’
E
O
u
　
ω
一
一
　
刀
E
O
岨
ω
o
」
i
i
〇
　
一
L
0
ユ
O
）
0
①
岩
七
コ
E
工
u
一
一
1
閉
　
一
何
’
一
団
H
o
一
E
0
｝
E
0
0
　
蜆
一
一
1
［
祠
　
ω
閉
o
」
1
i
何
ご
O
E
芸
○
言
－
‘
o
＝
…
■
8
“
］
・
‘
＝
」
　
　
　
　
　
　
　
・
0
3
＝
一
完
二
；
H
　
i
E
而
　
｝
耐
一
ユ
ω
一
で
　
o
仁
o
N
　
』
o
　
i
E
山
団
山
一
　
　
．
↑
。
。
｛
」
L
〇
二
竃
L
一
」
…
匝
呈
2
仁
何
O
　
、
而
一
〇
岨
一
i
－
O
」
　
』
O
i
山
Φ
ユ
ω
　
O
工
↑
　
．
；
j
而
L
言
；
E
岩
」
O
』
Φ
烏
N
．
一
だ
彗
山
　
．
名
昌
E
畠
H
E
」
直
崖
｛
1
0
」
〇
一
ω
　
ω
L
耐
　
m
－
＾
一
肋
Φ
！
Φ
＝
）
o
〇
一
E
Φ
）
］
E
L
j
何
一
冨
塞
L
α
Φ
i
｝
o
o
E
一
一
　
1
ω
］
岬
岬
－
」
山
』
E
コ
E
　
E
L
何
H
何
　
H
何
一
〇
↑
互
匝
4
」
｛
1
」
く
］
匝
　
ω
何
　
Φ
E
呵
ω
8
‘
｛
一
‘
↑
N
↑
－
；
－
〇
一
　
　
　
’
E
ω
）
o
℃
；
3
」
f
』
o
姜
一
こ
　
　
　
一
E
0
）
ω
’
竃
註
L
↑
』
O
山
E
一
↑
＾
E
0
一
一
而
一
血
島
団
3
三
i
ど
畠
2
三
｝
O
・
二
・
；
f
・
二
…
・
左
O
こ
一
鴛
茎
3
f
H
祠
コ
一
j
；
L
」
O
E
t
鶉
旨
」
　
　
　
　
　
　
　
L
⑭
団
団
一
L
一
一
何
一
一
一
⊆
一
血
f
一
｝
o
仁
〇
一
一
何
一
ω
Φ
f
一
一
〇
　
・
2
0
一
こ
1
ど
｛
｛
；
i
ω
団
〇
一
．
彗
j
1
ω
：
9
t
一
山
｛
t
O
O
E
螂
L
O
｝
」
一
i
山
工
一
〇
一
団
［
一
で
E
O
α
閉
ω
L
」
O
O
［
ω
①
」
O
＼
1
O
＝
山
＞
＼
、
O
匝
‘
■
．
i
3
言
α
9
昌
t
£
㌔
｛
j
・
竃
何
上
｛
ち
玉
・
竃
三
竃
何
誓
昌
荒
㌻
｛
島
9
・
三
．
尤
3
・
言
一
芸
毛
－
ε
£
団
…
・
〇
一
…
－
‘
一
」
ω
昌
一
；
；
｝
o
O
E
一
↑
　
団
［
一
1
＝
O
ユ
旧
山
」
L
O
O
L
①
j
≡
コ
仁
　
一
E
0
，
o
i
山
一
〇
〇
一
山
o
つ
t
ω
毒
｝
o
彗
■
3
毛
E
O
α
竃
と
3
（
一
．
．
▲
ー
ト
▲
T
o
D
こ
岩
E
…
一
；
こ
一
完
①
3
L
」
o
－
ω
　
．
↑
ω
直
」
」
o
」
何
Φ
、
ω
o
E
何
）
1
何
一
直
＝
匝
o
～
　
o
』
〇
一
－
竃
旨
E
何
O
圭
↑
ω
＝
〇
　
一
m
何
H
　
四
工
一
　
一
一
’
E
コ
　
」
而
o
、
　
一
祠
一
一
一
＝
一
　
ω
f
一
一
亘
o
［
o
’
［
一
一
コ
j
⑭
コ
⊆
一
一
［
O
O
▲
1
1
1
」
一
（
　
ω
何
　
O
E
一
…
㎝
〇
一
L
O
妾
H
何
コ
一
£
o
［
o
ω
｛
一
竃
一
E
O
L
」
o
i
〔
何
］
㎝
；
O
言
j
o
｛
L
何
隻
H
一
一
E
］
　
L
0
0
、
一
何
H
一
一
［
H
　
血
上
一
μ
x
ω
E
［
H
○
リ
一
コ
』
山
コ
仁
一
一
E
0
0
‘
－
■
」
一
（
　
ω
何
　
Φ
E
何
㎝
＝
U
匡
‘
］
ω
－
‘
o
－
ω
－
＝
　
　
　
　
．
．
．
“
．
門
．
N
　
蜆
［
〇
一
一
雨
一
旧
　
、
両
H
山
」
　
〇
一
〇
…
工
；
O
‘
－
一
；
j
£
㎝
、
耐
一
ど
」
毛
…
詰
』
E
…
［
O
j
祠
お
＾
1
；
一
鶉
一
E
■
竺
何
上
t
O
L
宅
」
O
L
ω
』
…
⊂
⊂
O
j
8
ω
　
　
、
、
寸
．
門
．
N
…
｛
言
∫
ど
3
ω
…
一
…
・
t
喜
O
姜
名
；
＝
ξ
－
一
；
工
£
㎝
言
■
・
t
姜
H
一
£
オ
一
；
｛
言
言
H
Φ
・
。
毛
…
望
O
t
何
㌻
志
｛
ε
一
巾
O
ま
：
1
一
き
O
姜
完
；
＝
二
f
　
　
E
〇
一
蜆
ω
一
E
㎝
仁
祠
」
’
一
〇
ω
L
一
1
｝
O
ω
E
〇
一
一
祠
一
ω
一
而
i
O
匝
〕
一
何
O
α
O
L
］
；
o
‘
旧
E
0
一
一
祠
一
ω
　
、
何
一
ω
」
』
O
　
L
O
j
E
コ
Z
叩
E
0
一
一
何
一
㎝
　
、
何
H
o
」
O
E
一
’
　
’
E
O
蜆
o
」
ユ
一
而
　
ヱ
o
H
一
剋
ト
庄
O
O
匝
Z
左
1
o
＝
£
ト
‘
一
］
‘
　
　
　
　
．
｛
二
姜
一
£
号
毛
i
ち
i
3
｛
O
麦
何
岬
一
・
Φ
｛
…
仁
〇
一
一
£
し
・
　
　
　
　
〔
一
E
O
E
コ
L
一
蜆
［
一
　
』
O
　
工
’
旦
Φ
O
＾
1
毛
3
三
｛
｛
毛
3
言
〇
一
£
i
ξ
宝
」
一
一
霊
3
」
＝
O
j
〇
三
言
；
O
｝
O
」
伺
o
＞
£
昌
雲
t
；
＝
O
i
I
g
B
ω
一
竈
1
〇
一
一
⑭
＞
▲
■
［
〇
一
一
而
’
閉
　
刀
血
一
』
一
〇
〇
旦
眈
｝
一
〕
＝
〇
一
一
何
’
叩
、
祠
一
Φ
L
一
何
言
一
」
く
駕
①
冨
ω
一
完
茎
ど
」
o
o
彗
O
0
1
一
〇
　
・
一
－
ω
ω
［
〇
一
一
〇
一
蜆
　
o
H
o
工
山
」
o
』
3
毛
岩
刀
よ
蔓
（
］
易
）
ω
（
峯
ω
。
つ
↑
、
一
；
］
＼
二
；
（
二
；
く
王
£
t
島
｛
…
⊆
。
｛
峯
お
山
註
・
o
o
2
－
ω
N
モ
コ
o
ω
L
竃
≧
回
f
ω
何
一
』
　
　
　
ユ
」
］
工
L
山
』
E
コ
⊂
　
E
L
祠
一
而
H
£
o
↑
（
ω
＝
〇
一
一
何
一
血
岨
E
0
一
一
血
一
山
蜆
⊆
〇
一
一
祠
一
ω
｛
E
L
j
何
刀
o
E
L
何
宝
i
O
E
L
j
何
○
帥
一
〇
岩
＝
t
宝
〇
一
E
ω
一
〇
閉
」
Φ
ぷ
〇
一
H
」
　
！
〇
一
一
山
＞
‘
■
・
L
0
上
u
一
H
｝
　
仁
o
o
」
o
‘
■
1
苫
・
隻
昌
＝
i
Φ
ε
言
茎
ど
－
‘
｛
一
‘
1
一
‘
…
■
匡
1
＝
コ
O
ω
　
L
唖
N
N
コ
凹
工
血
何
一
｝
　
　
　
山
］
］
山
－
－
L
Φ
9
て
一
鶉
t
一
｛
；
と
彗
j
O
閉
註
一
山
E
一
一
　
一
E
…
■
帥
ω
」
圧
ω
［
昌
宅
言
｛
L
0
9
一
三
烏
℃
£
‘
］
O
O
－
匡
－
1
一
ユ
］
匡
ω
－
匡
‘
8
］
－
、
〇
一
“
”
一
〇
呪
一
一
〇
一
「
－
o
、
田
一
旦
閉
一
〔
一
ω
’
一
〇
｝
1
I
N
奇
言
閉
宮
一
0
8
0
0
＝
o
m
o
■
〇
一
8
］
一
＾
－
］
ω
］
庄
〕
－
o
＝
閉
；
岩
8
－
98
昌
ω
も
＞
閉
2
一
一
■
一
勺
〇
一
q
o
弓
雨
ω
勺
◎
ε
卜
亀
一
q
2
o
』
o
ト
自
w
昌
∈
冒
o
o
寸
①
－
一
“
↑
　
　
　
　
　
　
　
．
姻
－
約
K
崎
粥
（
U
ヤ
▲
。
卜
K
、
ト
、
へ
峠
ツ
、
　
寸
w
榊
地殻活動監視用インテリジコニントパネルディスプレイー岡田
謝辞
　当センター第二研究部地震活動研究室の松村正三主任研究官には，オンラインデータ処理
システムよりのアラーム信号出力について，いろいろ教えていただいた．また，本ディスプ
レイシステムの製作にあたっては，同研究部の諸氏，とくに山水史生主任研究官に多大なる
御協力をいただいた．ここに記して，深く感謝する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献
1）浜田和郎・大竹政和・岡田義光・松村正三・山水史生・佐藤春夫・井元政二郎・立川真理子・大久
　　保正・山本英二・石田瑞穂・笠原敬司・勝山ヨシ子・高橋　博（1982）：関東・東海地殻活動観測
　　網一国立防災科学技術センター．地震2，35，401－426．
2）松村正三・浜田和郎・佐藤春夫（1983）：計算機による異常地殼活動の監視システム．地震学会講
　演予稿集，No2，B56．
3）岡田義光・平田安広・高橋辰利（ユ980）：永年変化観測用超低速記録計の開発、地震研究所彙報，
　55，　225－240．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1984犀4月2日　原稿受理）
一99一
